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１．調査日程

「スレブレニツァ地域における信頼醸成のための農業・農村開発」 
 中間レビュー 調査日程表 

 

   
総括/農村開発・平

和構築 
計画管理 評価分析 

1 6/9 水   成田発→経由地→サラエボ着 

2 6/10 木   
JICA サラエボコンタクトポイント打合せ 

サラエボ→スレブレニツァ（陸路） 

3 6/11 金   

スレブレニツァ市役所ボスニア・ヘルツェゴビナ評価委員との打

合せ 

アソシエーション代表へのインタビュー 

4 6/12 土   アソシエーション（DOM、OSAT）活動視察、受益者インタビュー

5 6/13 日  

本邦発→経由

地→ベオグラ

ード着 

JICA 専門家インタビュー 

6 6/14 月 
本邦発→経由地→

サラエボ着 

ベオグラード

→ サラエボ着

調査結果のとりまとめ 

スレブレニツァ→サラエボ（陸路） 

7 6/15 火 

9：00 JICA サラエボコンタクトポイント コンサルタント団員からの結果報告、団内打合せ 

11：00 ボスニア・ヘルツェゴビナ人権難民省表敬 

14：00 ボスニア・ヘルツェゴビナ外務省表敬 

15：00 UNICEF 訪問/インタビュー 

16：00 OSCE 訪問/インタビュー 

8 6/16 水 

9:00 サラエボ→スレブレニツァ（陸路） 

12:00 Potocari メモリアルセンター 

13:00-17:00 サイト視察・インタビュー Brezani MZ 

 ラズベリー栽培、温室イチゴ栽培、牧草地、温室作物栽培 

9 6/17 木 

9:00 スレブレニツァ市役所表敬 

10:00 第 1 回合同評価委員会 

C/P インタビュー 

13:30 専門家との打合せ 

10 6/18 金 

7:30 バイナ・バシュタ金曜市場視察 

8:30 プレイルーム（幼稚園）視察 

9:00-16:00 CrvivaMZ、SkelaniMZ、OSAT（アソシエーション）訪問 

ハーブ加工、小規模給水施設、温室作物栽培、養蜂、各事業視察 

16:00-17:30 MZ 代表インタビュー 

17：30-19:00 アソシエーション代表インタビュー 

11 6/19 土 

8:00-10:30  Podravanja MZ 訪問 受益者インタビュー 

10:30-12:00  Podravanja MZ 小規模給水施設敷設現場視察 

14:30-19:30 団内打合せ、評価報告書案作成 

12 6/20 日 評価報告書案作成、団内打合せ 
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13 6/21 月 
評価報告書案作成 

16:00 第 2回合同評価委員会（評価報告書案読み合わせ） 

14 6/22 火 
評価報告書案修正 

評価報告書最終確認、レポート合意署名 

15 6/23 水 
10:00 合同調整委員会（JCC） 評価結果報告、M/M 署名 

スレブレニツァ→サラエボ（陸路） 

16 6/24 木 

11:00 ボスニア・ヘルツェゴビナ人権難民省報告 M/M ウィトネス署名 

14:30 在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本大使館報告 

サラエボ→ベオグラード（陸路） 

17 6/25 金 
9:00 JICA バルカン事務所報告 

ベオグラード→ウィーン（空路） 

18 6/26 土 ウィーン発 

19 6/27 日 成田着 
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２．主要面談者

 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナ人権難民省 

 Mr. Mujo Jejna, Assistant Minister 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナ外務省 

 Mr. Sefik Fadzan, Minister Counselor, Head Department for Multilateral Economic 

Relations and Reconstruction 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナスレブレニツァ市役所 

 Mr. Osman Suljic, Mayor, 

Mr. Milos Vukosavljevic, Head of Department for Economy and Development, Srebrenica 

Municipality 

Mr. Senad Subasic, Head of Department for Administration General, Municipality 

Srebrenica 

Mr. Svetozar Mitrovic- Head of Department for Social Affairs and Public Services 

Ms. Katarina Maksimouic, Independent Professional, Department for Economy and 

Development, (C/P) 

Mr. Bego Bectic, Independent Professional, Department for Social Affaires and Public 

Service, (C/P) 

Mr. Micho Blagomir Jouanovic, Agricultural extension staff, Department for Economy and 

Development, (C/P) 

 

UNICEF 

  Ms. Anne-Claire Dufay D., Deputy Representative 

 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 罍（もたい）二夫   大使 

 荒牧 拓   一等記官 

 

JICA バルカン事務所 

黒澤 啓   所長 

山田 健   次長 

高橋 洋平   所員 

本間 和実   企画調査員（在サラエボ） 
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ボスニア・ヘルツェゴビナ人権難民省 

 Mr. Mujo Jejna, Assistant Minister 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナ外務省 

 Mr. Sefik Fadzan, Minister Counselor, Head Department for Multilateral Economic 

Relations and Reconstruction 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナスレブレニツァ市役所 

 Mr. Osman Suljic, Mayor, 

Mr. Milos Vukosavljevic, Head of Department for Economy and Development, Srebrenica 

Municipality 

Mr. Senad Subasic, Head of Department for Administration General, Municipality 

Srebrenica 

Mr. Svetozar Mitrovic- Head of Department for Social Affairs and Public Services 

Ms. Katarina Maksimouic, Independent Professional, Department for Economy and 

Development, (C/P) 

Mr. Bego Bectic, Independent Professional, Department for Social Affaires and Public 

Service, (C/P) 

Mr. Micho Blagomir Jouanovic, Agricultural extension staff, Department for Economy and 

Development, (C/P) 

 

UNICEF 

  Ms. Anne-Claire Dufay D., Deputy Representative 

 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 罍（もたい）二夫   大使 

 荒牧 拓   一等記官 

 

JICA バルカン事務所 

黒澤 啓   所長 

山田 健   次長 

高橋 洋平   所員 

本間 和実   企画調査員（在サラエボ） 

３．ミニッツ
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評
価
グ
リ
ッ
ド

 

1
.
 
評
価
グ
リ
ッ

ド
 

  
1

評
価

設
問

 
大

項
目

 
小

項
目

 
20

10
年

6月
現
在

の
状

況
 

評
価

結
果

 

 
 

 
 

妥
当

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
ボ

ス
ニ

ア
・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ
ナ

の
開

発
政

策
と

合
致

し
て

い
る

か
。

 

ボ
ス

ニ
ア

・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ
ナ

は
、

EU
へ

の
加

盟
を

国
是

と
し

て
お

り
、

こ
れ

を
念

頭
に

20
04

年
4月

に
中

期

開
発

戦
略
を

策
定
し
て

い
る

。
こ
の
中

で
貧

困
削
減
が

目
標

の
一
つ
に

定
め

ら
れ
て

お
り
、

対
象
地
域

の
住
民

の
経

済
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
う
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
戦
略
の
方
向

性
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

民
族
融

和
に

関
し
て
は

、
極

め
て
複
雑

か
つ

政
治
的
な

問
題

を
含
む
た

め
、

ボ
ス
ニ
ア

・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
政

府
の
政

策
に

必
ず
し
も

明
示

さ
れ
て
い

な
い

が
、
住
民

の
帰

還
促
進
や

民
族

融
和
は
地

域
全

体
の
安
定

に
繋
が

る
た
め

、
経

済
発
展
を

め
ざ

す
同
国
に

と
っ

て
重
要
な

課
題

と
考
え
ら

れ
る

。
な
お
、

ス
レ

ブ
レ
ニ
ツ

ァ
市
に

お
い
て

は
住

民
の
帰
還

と
崩

壊
し
た
市

民
社

会
や
経
済

の
再

構
築
を
最

重
要

課
題
と
位

置
付

け
、
復
興

に
向
け

た
努
力
を
し
て
い
る
。

 

政
策

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
日

本
の

O
D

A
方

針
及

び

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

方

針
と

合
致

し
て

い
る

か
。

 

20
04
年
の

西
バ

ル
カ
ン

平
和

定
着
・
経

済
発

展
閣
僚
会

合
に

お
い
て
「

平
和

の
定
着
・

経
済

発
展
・
域

内
協
力

の
考

え
に
基

づ
き
、
わ

が
国

が
引
き
続

き
積

極
的
な
貢

献
を

行
う
」
と

し
て

い
る
こ
と

、
日

本
が
ボ
ス

ニ
ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
の
和

平
履

行
評
議
会

運
営

委
員
会
の

一
員

で
あ
る
こ

と
か

ら
、
民
族

の
和

解
を
目
的

と
す
る

本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
政
府
の
方
針
と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
「
平
和
の
定
着
」

は
、

JI
C

A
の
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
国
別
事
業
実
施
方
針
に
お
い
て
も
重
点
分
野
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

 
協

力
内

容
に

対
す

る
ニ

ー

ズ
は

高
い

か
。

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
番
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
「
復
興
」
に
寄
与
し
て
い
る
（
専
門
家
）
。

 
ニ

ー
ズ

 
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
地

域
及

び
グ

ル
ー

プ
の

選
択

は
妥

当
で

あ
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
は
、
国
際
機
関
等
は
紛
争
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
主
に
ム
ス
リ
ム
系

住
民

に
重
点
を
お
い
た
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
不
公
平
感
が
存
在
し
て
い

た
。
過
去
の
紛
争
で
は
ム

ス
リ

ム
系
住
民
の
み
な
ら
ず
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
も
同
様
に
被
害
を
受
け
て
い
る
た
め

、
JI

C
A
は

20
06

年
3月

の
支

援
開

始
当
時
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
者
を
民
族
に
関
係
な
く
「
帰
還
民
、
母

子
家
庭
、
戦
争
傷
病
者
の

い
る

家
庭
を
中
心
と
し
た
住
民
」
と
し
、
民
族
バ
ラ
ン
ス
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
同
様
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
不
公
平
感
の
解
消
及
び

民
族
の
融
和
に
資
す
る
も

の
と

考
え
ら
れ
る
。

 
優

先
度

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
優

先
度

が
高

く
、
緊

急
性

を
要

す
る

も
の

で
あ

っ
た

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
は
、
約

80
％
が
農
業
に
従
事
す
る
な
ど
農
業
が
主
産
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
・

農
村

開
発
分
野
で
の
取
り
組
み
を
中
心
と
し
た
活
動
を
実
施
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ

っ
た
。
特
に
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
支
援
事
業
で
は
農
産
物
の
販
売
先
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
受

益
者
に
よ
る
事
業
継
続
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
観
点
か
ら
も
、
妥

当
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

手
段

 
    

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
／

ア
プ

ロ
ー

チ
は

妥
当

で
あ

る
か

。
 

 日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
る

か
。
日

本
の

経
験

は
活

か
せ

る
か

。
 

(1
) 

対
象
地

域
は

も
と
も
と

農
業

地
帯
で
あ

り
農

業
は
主
産

業
で

あ
る
こ
と

か
ら

、
農
業
を

通
じ

た
支
援
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

 
(2

) 
公
の
会

合
で

市
長
や
市

議
会

議
長
が
セ

ル
ビ

ア
系
と
ボ

ス
ニ

ア
系
住
民

を
区

別
し
な
い

支
援

の
重
要
性
を

理
解
し
、

JI
C

A
手
法
を
評
価
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

 
(3

) 
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
受
益
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
事
業
は

JI
C

A
支
援
な
し
で
は

開
始
し

て
い
な

か
っ

た
も
の
も

多
く

、
ま
た
、

生
産

物
の
質
、

量
と

も
に
現
在

の
レ

ベ
ル
に
到

達
す

る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
、
（

1）
ボ

ス
ニ

ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ

ゴ
ビ

ナ
の

政
策

、
（

2）
わ
が
国

の
援
助

方
針
及

び
JI

C
A
の
国
別

方
針

、
（

3）
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の

選
定

な
ど

の
点

に
お

い
て

妥
当

で
あ

っ

た
。
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評
価
グ
リ
ッ
ド

 

1
.
 
評
価
グ
リ

ッ
ド

 

  
2

評
価

設
問

 
大

項
目

 
小

項
目

 
20

10
年

6月
現
在

の
状

況
 

評
価

結
果

 

 
 

 
 

有
効

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

合
い

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
で

き
る

見
通

し
で

あ
る

か
。

 

共
同

活
動
事
例
の
種
類
は
以
下
の
と
お
り
。

20
08

年
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
新
た
に
実
施
さ
れ
た
事
業

は
、

i）
ハ

ー
ブ

加
工

、
ii)

 ラ
ズ

ベ
リ

ー
生

産
、

 i
ii)

 イ
ン

ゲ
ン

豆
品

種
改

良
、

iv
) 
家

畜
飼

料
生

産
、

v)
 プ

レ
イ

ル
ー
ム

開
園
で
あ

る
。

す
で
に
新

規
事

業
を
開
始

す
る

段
階
で
は

な
く

、
現
在

の
事
業

の
持
続
と

有
望
な

事
業

を
さ
ら

に
拡
大
す

る
こ

と
が
、
今

後
の

活
動
の
中

心
と

な
る
。
指

標
で

あ
る
「

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
終

了
時
ま

で
に

、
住
民

に
よ
る
共

同
活

動
事
業
例

の
種

類
が
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開
始

時
と

比
較
し

て
増
加

す
る
」
は

満
た
さ

れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。「

住
民
間
の
信
頼
醸
成
」
に
つ
い
て
は
、
意
識
の
変
化
で
あ
り
定
量
的
に
評
価
を
す
る
の

は
困

難
で
あ

る
が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実

施
以

前
に
は
ほ

と
ん

ど
行
わ
れ

て
い

な
か
っ

た
住
民

の
共
同
活

動
が
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

 
貢

献
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

促
進

し
た

要
因

は
あ

っ
た

か
。

 

ア
ソ

シ
エ
ー

シ
ョ
ン
に

よ
る

輸
出
、
仲

買
人

へ
の
販
売

、
公

開
市
場
で

の
販

売
等
、

事
業
に

よ
る
作
物

等
の
販

売
先

が
予
想
以
上
に
確
保
で
き
た
。

 

阻
害

要
因

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達

成
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

っ
た

か
。

 

以
下

は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
産
出
を
阻
害
し
た
要
因
で
も
あ
る
。

 
(1

) 
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
キ
ノ
コ
栽
培
が
土
地
所
有
の
問
題
か
ら
一
旦
中
止
と
な
っ
て
い
る
（

20
09

年
年
次

報
告
）
。

 
(2

) 
無
断
で
温
室
が

4棟
が
売
却
さ
れ
た
（

20
09
年
次
報
告
）
。

 
(3

) 
EU

経
済
危
機
の
影
響
が

20
09
年

1月
頃
か
ら
出
始
め
、
ハ
ー
ブ
に
出
荷
直
前
の
延
期
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
生

じ
た
（

20
08
年
次
報
告
）
。

 
(4

) 
ブ
ル
セ
ラ
病
が
発
生
し
た
（

20
09
年
次
報
告
）
。

 
す

べ
て

の
成

果
が

産
出

さ

れ
れ

ば
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
も

達
成

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る
か

。
 

(1
) 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1に
つ
い
て
、
事
業
の
実
施
機
関
と
な
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
原
則
と
し
て
両
民
族
で

構
成
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
「
住
民
に
よ
る
農
業
・
農
村
開
発
活
動
の
継
続
的
実
施
」
が

「
住
民
間
の
信
頼
醸
成
」
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
信
頼
醸
成
を
促
進
し
た
事
例
と
し
て
は
、

以
下
の
も
の
が
あ
る
。

 
 

ラ
ズ
ベ
リ
ー
栽
培
の
訪
問
研
修
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
及
び
ム
ス
リ
ム
系
住
民
双
方
が

合
計
約

30
名
集

ま
り
、
栽
培
技
術
の
視
察
と
い
う
同
じ
目
的
で
移
動
し
、
交

流
を
持
っ
た
。

 
 

民
族
に
か
か
わ
り
な
く
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
受
益
者
間
で
知
識
や
技
術
の

移
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
両
民
族
約

25
名
の
児
童
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
改
装
さ
れ
た
プ
レ
イ
ル
ー
ム

を
利
用
し
て
お
り
、
同
時

に
父
母
た
ち
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 (2

) 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2に
つ
い
て
、「

住
民
共
存
社
会
の
再
構
築
に
向
け
た
農
業
・
農

村
開
発
活
動
の
情
報
普
及
」

が
「
住
民
間
の
信
頼
醸
成
」
に
貢
献
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

へ
の

ロ
ジ

ッ
ク

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

設
定

さ
れ

た
外

部
条

件
は

適
切

か
つ

現
実

的
で

あ
る

か
。

 

成
果

レ
ベ
ル

の
外
部
条

件
で

あ
る
「
ス

レ
ブ

レ
ニ
ツ
ァ

市
役

所
の
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
方
針

に
大
幅
な

転
換
が

な
い

」
に
つ
い
て
は
、
適
切
か
つ
現
実
的
で
あ
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
、

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
の

進
捗

と
と

も
に

、
徐

々
に

達
成

さ

れ
つ

つ
あ

る
。

ア
ソ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン

は

12
業
種
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、「

対

象
地

域
の

住
民

が
協

同
し

て
農

業
・

農

村
開
発
活
動
を
行
う
能
力
の
強
化
」
が
、

「
住

民
間

の
信

頼
が

醸
成

」
に

寄
与

し

て
い
る
。
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効
率

性
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
。

 
       

(1
) 

 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
に
つ
い

て
は
活
動
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て
お
り
、
指
標
「
住
民
グ
ル
ー
プ
、

M
Z、

現
地

N
G

O
等
、
関
連
組
織
に
よ
る
活
動
の
実
施
状
況
」
に
関
し
、
現
在

9
つ
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
、

1
つ
の
協
同
組
合
及
び

2M
Z
が

12
の
事
業
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間
中
に
達
成
で
き
る
と
判
断
で
き
る
。

 
(2

) 
 設

定
さ
れ
て
い
る

2
つ
の

指
標
「
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
に
よ
っ
て
農
業
・
農
村
開
発
活
動
に
関
す
る

情
報
が
収
集
さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
」
、「

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
に
よ
る
情
報

普
及
活
動
が
少
な
く
と
も

1
年
に

1
回
以
上
実
施
さ
れ
る
」
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
概
要
情
報
の
配

布
な
ど
、
一
定
の
進
捗
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
の
機
能
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
十
分
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
や

計
画

の
実

施
を

促
進

す
る

要
因

は
あ

っ
た

か
。

 

(1
) 

事
業
は
年
間
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
(2

) 
ア
ソ
シ

エ
ー

シ
ョ
ン
に

よ
る

輸
出
、
仲

買
人

へ
の
販
売

、
公

開
市
場
で

の
販

売
等
、
事

業
に

よ
る
作
物
等

の
販
売
先
が
予
想
以
上
に
確
保
で
き
た
。

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

 
                    

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出
や

計
画

の
実

施
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

っ
た

か
。

 

(1
) 

ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
キ
ノ
コ
栽
培
が
土
地
所
有
の
問
題
か
ら
一
旦
中
止
と
な
っ
て
い
る
（

20
09

年
年
次

報
告
）
。

 
(2

) 
無
断
で
温
室
が

4
棟
が
売
却
さ
れ
た
（

20
09

年
次
報
告
）
。

 
(3

) 
EU

経
済
危
機
の
影
響
が

20
09

年
1
月
頃
か
ら
出
始
め
、
ハ
ー
ブ
に
出
荷
直
前

の
延
期
や
キ
ャ
ン
セ
ル

が

生
じ
た
（

20
08

年
次
報
告
）
。

 
(4

) 
ブ
ル
セ
ラ
病
が
発
生
し
た
（

20
09

年
次
報
告
）
。

 

投
入

 
（

専
門

家
及

び

C
/P
）

 
  

C
/P
は

計
画

ど
お

り
配

置
さ

れ
、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

産
出

に
貢

献
し

て
い

る
か

。
  

延
べ

3 
名
の

C
/P
が
計
画
ど
お
り
配
置
さ
れ
て
い
る
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る

が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2に
つ
い
て
は
、
今

後
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
の

機
能

強

化
実
施
状
況
（
提
言
参
照
）
に
よ
っ
て
、

達
成

度
に

影
響

が
あ

る
。

ま
た

、
投

入

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

を
実

施
し

、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十

分
活

用
さ

れ
て

い
る

。
特

に
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
の

前
段

階
に

お
い

て
個

別
専

門

家
と

し
て

派
遣

さ
れ

て
い

た
専

門
家

が

引
き

続
き

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
も

担
当

を

し
て

お
り

、
対

象
地

域
の

民
族

状
況

、

社
会

情
勢

、
人

間
関

係
な

ど
を

熟
知

し

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

と
同

時

に
効

率
的

に
活

動
を

進
め

る
こ

と
が

で

き
た
。

 
 供

与
資

機
材

に
つ

い
て

も
ハ

ー
ブ

乾
燥

器
な

ど
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
以

前
に

供

与
さ

れ
た

も
の

を
有

効
活

用
し

て
い

る
。
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
責
任
者
は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

主
な

手
法

で
あ

る
、

①
フ

ィ
ー

ル
ド

に
お

け
る

専
門

家

に
よ

る
直

接
指

導
、

②
資

機
材

の
現

地

で
の

調
達

が
効

率
化

を
高

め
る

こ
と

に

大
い
に
貢
献
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
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専
門

家
は

計
画

ど
お

り
配

置
さ

れ
、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

産
出

に
貢

献
し

て
い

る
か

。
 

(1
) 

延
べ

2名
の
長
期
専
門
家
が
、

i) 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
農
業
普
及
及
び

 i
i) 

農
村
開
発
／
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
管
理
の
分
野
で
派
遣
さ
れ
た
。
特
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
段
階

に
お
い
て
個
別
専
門
家
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
た
専
門
家
が
引
き
続
き
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
担
当
を
し
て

お
り
、
対
象
地
域
の
民
族
状

況
、
社
会
情
勢
、
人
間
関
係
な
ど
を
熟
知
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

と
同
時
に
効
率
的
に
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
(2

) 
短
期
専
門
家
に
つ
い
て
は
、

i) 
農
産
物
に
よ
る
商
品
開
発
・
商
品
付
加
価
値

形
成
、

ii)
 幼

児
保
育
施
設

運
営
支
援
／
幼
児
保
育
技
術
指
導
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ

1名
ず
つ
、
合
計

2名
が
派
遣
さ
れ
、
成
果
の
産

出
に
貢
献
し
た
。

 

資
機

材
は

計
画

ど
お

り
投

入
さ

れ
て

い
る

か
。

 
必

要
敷
材
は
可
能
な
限
り
現
地
で
生
産
さ
れ
た
（
温
室
や
養
蜂
箱
な
ど
）
。
ま
た
、
開
園
し
た
保
育
所
で
使
用
す

る
教

材
計
画
ど
お
り
投
入
さ
れ
て
お
り
、
問
題
は
な
い
。
ま
た
必
要
資
材
は
可
能
な

限
り
現
地
で
生
産
さ
れ
た
。

供
与

資
機
材
に
つ
い
て
も
ハ
ー
ブ
乾
燥
器
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
前
に
供
与
さ

れ
た
も
の
を
有
効
活
用
し

て
い

る
。

 

投
入

 （
資

機

材
）

 

敷
材

の
質
・
量

は
適

切
で

あ

っ
た

か
。

 
適

切
で
あ
っ
た
。

 

投
入

（
本

邦
研

修
）

 
C

/P
の

本
邦

研
修

は
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
か

。
 

(1
) 

計
画
ど
お
り
、
延
べ

11
名
の

C
/P
及
び
受
益
者
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
」
、
「

地
域
産
業
開
発
」
に
か
か

る
本
邦
研
修
を
受
講
し
、
日
本
の
農
業
活
動
や
規
律
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

 
(2

) 
帰
国
後
、
市
役
所
職
員
や
住
民
を
対
象
に
報
告
会
を
開
催
し
、
研
修
で
得
た
知
識
・
技
術
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
（
近
況
報
告
）
。

 
ボ

ス
ニ

ア
・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ

ナ
政

府
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

予
算

は
十

分
で

あ
る

か
。

 
 

ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
政
府
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
措
置
は
、
幼
稚
園

の
先
生
へ
の
給
与

（
45

0K
M
）
、

専
門
家
事
務
所
の
賃
貸
料
、
光
熱
費
で
あ
る
。

 
 

投
入

（
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

及
び

施
設

）
 

ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ

ナ
政

府
に

よ
る

予
算

投
入

時
期

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

特
に

な
し
。

 

予
期

し
な

い
イ

ン
プ

ッ
ト

及
び

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 

予
期

し
て

い
な

か
っ

た
イ

ン
プ

ッ
ト

や
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

あ
っ

た
か

。
 

特
に

な
し
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

へ
の

ロ
ジ

ッ
ク

 
活

動
が

計
画

ど
お

り
実

施

さ
れ

れ
ば

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
達

成
さ

れ
る

か
。

 

活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
産
出
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
過
不
足
は
な
い

。
実
際
に
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
2を

産
出
す
る
た
め
の
活
動
は
十
分
に
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
普
及
の
た
め
の
代

替
活
動
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
達

成
す

る
た

め
に

設
定

さ
れ

た
外

部
条

件
は

適
切

か
つ

現
実

的
で

あ
る

か
。

 

活
動

レ
ベ
ル
に
外
部
条
件
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 

イ
ン

パ
ク

ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
現

時
点

で
の

達
成

度
を

考
慮

す
る

と
、
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

達
成

の
結

果
と

し
て

）
上

位

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見
込

み
で

あ
る

か
。

 

(1
) 

12
事
業
が
実
施
さ
れ
受
益
者
が
得
た
総
収
入
は

20
08

年
度

EU
R

38
,9

91
、

20
09

年
度

EU
R

94
,0

86
と

着

実
に
増
加
し
て
い
る
（

20
09

年
次
報
告
）
。

 
(2

) 
事
業
か
ら
現
金
収
入
を
得
た
受
益
者
は
約

40
0
名
で
全
受
益
者
の

35
％
で
あ
る
（

20
09

年
次
報
告
）
。

 
(3

) 
対
象
地

域
住

民
の
意
識

変
化

に
つ
い
て

は
、

既
に
表
面

に
現

れ
る
民
族

軋
轢

は
見
ら
れ

な
い

。
し
か
し
な

が
ら
、
相
互
不
信
感
は
未
だ
両
民
族
に
残
っ
て
い
る
（

20
09

年
次
報
告
）
。

 
 

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

 
 

上
位

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

阻
害

要
因

は
あ

る
か

。
 

(1
) 

各
事
業

の
支

援
対
象
者

・
対

象
者
外
間

で
の

嫉
妬
心
の

助
長

に
対
す
る

懸
念

が
、
日
本

人
専

門
家
か
ら
指

摘
さ
れ

て
い

る
。
し
か

し
な

が
ら
、
こ

れ
が

本
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
実
施

し
た

直
接
の
結

果
で

あ
る
か
ど
う

か
は
、
現
時
点
で
判
断
で
き
な
い
。

 
 

予
期

し
て

い
な

か
っ

た
イ

ン
パ

ク
ト

 

 • 
政

策
  

• 
技

術
面

 
• 
環

境
 

• 
社

会
経

済
 

• 
組

織
、

財
政

 

以
下
は
両
民
族
の
意
識
の
変
化
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

 
 

O
sa

tM
Z

の
集

落
で

紛
争

時
に

破
壊

さ
れ

た
セ

ル
ビ

ア
系

住
民

の
水

槽
が

両
民

族
の

協
力

で
修

復
さ

れ

た
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
介
に
よ
り
、
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
が
紛
争
時
か
ら
交
流
が
途
絶
え
て
い
た
隣
集
落
の
ボ

ス
ニ
ア
系
住
民
と
の
関
係
修
復
及
び
交
流
が

15
年
ぶ
り
に
始
ま
っ
た
。

 
 

支
援
せ
ず
と
も
自
ら
温
室
を
建
て
た
受
益
者
が
約

10
名
現
れ
た

（
20

09
年
次

報
告
）
。

 
 

対
象
支
援
者
と
対
象
外
者
間
で
の
嫉
妬
心
が
助
長
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ト

ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
き
の
こ
栽
培
に
つ
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
付
近
の
土

地
が
非
帰
還
者
の
所
有
で

あ
り
、
所
有
者
が
無
料
で
の
土
地
使
用
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
旦

中
止
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

上
位

目
標

は
現

実
的

か
つ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
直

結
し

て
い

る
か

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
上
位
目
標
の
関
係
が
ク
リ
ア
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

 
上

位
目

標
へ

の

ロ
ジ

ッ
ク

 

上
位

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

設
定

さ
れ

た
外

部
条

件
は

適
切

か
つ

現
実

的
で

あ
る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目
標
レ

ベ
ル

の
外
部
条

件
「

ス
レ
ブ
レ

ニ
ツ

ァ
市
役
所

の
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
実

施
方
針
に

大
幅
な

転
換

が
な
い
」
は
、
現
在
も
適
切
か
つ
現
実
的
で
あ
る
。

 
 

上
位
目
標

1は
進
捗
し
て
お
り
、
受
益
者

の
粗

収
入

は
増

加
、

今
後

、
粗

収
入

は

果
樹

の
収

穫
、

再
生

さ
れ

た
草

地
で

の

牧
畜

の
拡

大
に

よ
り

、
年

々
増

加
し

て

い
く

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

温
室

や

養
蜂

箱
の

生
産

は
住

民
の

収
入

増
加

に

貢
献
し
て
い
る
。
上
位
目
標

2に
つ
い
て

は
、

そ
の

促
進

度
を

把
握

す
る

た
め

に

手
法

が
な

い
が

、
専

門
家

か
ら

は
、

既

に
表

面
に

現
れ

る
民

族
軋

轢
は

見
ら

れ

な
い
。
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6

評
価

設
問

 
大

項
目

 
小

項
目

 
20

10
年

6月
現
在

の
状

況
 

評
価

結
果

 

 
 

 
 

自
立

発
展

性
 

政
策

・
制

度
 

ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ

ナ
政

府
に

よ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

の
成

果
を

持
続

す
る

た
め

の
政

策
的
・
制

度
的

な

支
援

が
実

施
さ

れ
る

か
。

 

妥
当

性
で
述

べ
た
と
お

り
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
活
動
は

、
ボ

ス
ニ
ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ

ゴ
ビ

ナ
の

政
策
や
ニ

ー
ズ
と

合
致

し
て
お
り
、
今
後
も
支
援
が
期
待
で
き
る
。

 

組
織

 
     

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

機
関

及
び

関
連

機
関

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
持

続
す

る
た

め
の

組
織

的
能

力
を

保
持

し
て

い
る

か
。

  
 

(1
) 

C
/P
機
関
で
あ
る
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
は
住
民
へ
直
接
農
業
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
指
導
を
提
供
す
る

た
め
に

2名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
調
査
団
は
、
市
役
所
が
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
波
及
さ
せ
る

た
め
に
農
業
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
正
規
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
(2

) 
上
記
に

加
え

て
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に
よ

っ
て

開
始
さ
れ

た
活

動
は
、
す

で
に

民
族
に
か

か
わ

ら
ず
地
域
住

民
の
日

常
生

活
の
一
部

と
な

っ
て
お
り

、
継

続
さ
れ
る

こ
と

は
確
実
で

あ
る

と
考
え
ら

れ
る

。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
よ

っ
て
支
援

さ
れ

て
い
る
ア

ソ
シ

エ
ー
シ
ョ

ン
や

協
同
組
合

の
責

任
者
は
、

今
後

も
事
業
を
継

続
ま
た

は
拡

大
す
る
と

明
言

し
て
い
る

。
組

織
面
の
自

立
発

展
性
は
、

後
述

の
「
提
言

」
が

実
現
さ
れ
れ

ば
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

 
(3

) 
本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に
よ

る
支

援
は
、
耕

作
地

の
開
拓
、

農
業

技
術
の
向

上
、

農
業
市
場

の
開

拓
な
ど
、
対

象
地
域

に
確

実
な
成
果

が
残

る
も
の
で

あ
り

、
継
続
的

な
運

営
方
法
も

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

の
実

施
過
程
で
強

化
し
て

お
り

、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
が
終
了

し
た

後
も
対
象

地
域

の
住
民
自

身
に

よ
っ
て
継

続
し

て
い
け
る
体

制
は
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
(4

) 
市
役
所

の
経

済
部
の
下

に
新

し
い
ユ
ニ

ッ
ト

を
設
立
し

、
様

々
な
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を
管

理
さ

せ
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
（

C
/P
）
。

 
 

財
政

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
機

関

及
び

関
連

機
関

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
持

続
す

る
た

め
の

財
政

的
能

力
を

保
持

し
て

い
る

か
。

 

(1
) 

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
の
財
政
は
限
ら
れ
て
い
る
。

 
(2

) 
農
産
加

工
に

取
り
組
ん

で
い

る
ア
ソ
シ

エ
ー

シ
ョ
ン
に

つ
い

て
は
、
現

在
の

事
業
で
収

益
も

出
て
お
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
支
援
が
な
く
と
も
事
業
の
継
続
は
可
能
で
あ
る
（
専
門
家
）
。

 
(3

) 
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
自
身
も

部
分

的
に
住
民

負
担

を
増
や
す

な
ど

自
律
的
に

活
動

が
可
能
と

な
る

よ
う
な
工
夫

も
行
っ
て
い
る
。

 
  

技
術

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
機

関

及
び

関
連

機
関

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
持

続
す

る
た

め
の

技
術

的
能

力
を

保
持

し
て

い
る

か
。

  
 

（
1）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動
で
導
入
し
た
技
術
は
住
民
か
ら
の
提
案
に
基
づ
く

も
の
で
、
地
域
に
も
と
も
と

あ
っ
た
技
術
で
あ
る
。

 
（

2）
各
事
業
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
生
産
販
売
持
続
段
階
ま
で
到
達
す
る

と
考
え
ら
れ
る
（
専
門
家
）
。

C
/P
機

関
で

あ
る

ス
レ

ブ
レ

ニ
ツ

ァ
市

役
所

は
住

民
へ

直
接

農
業

に
関

す
る

サ

ー
ビ

ス
、

指
導

を
提

供
す

る
た

め
に

2
人

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
調

査
団

は
、

市
役

所
が

今
後

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効

果
を

波
及

さ
せ

る
た

め
に

農
業

の
バ

ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
持

っ
た

正
規

職
員

を

採
用

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

左
記

に

加
え

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

開

始
さ

れ
た

活
動

は
、

す
で

に
民

族
に

か

か
わ

ら
ず

地
域

住
民

の
日

常
生

活
の

一

部
と

な
っ

て
お

り
、

継
続

さ
れ

る
こ

と

は
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

活
動

で
導

入
し

た

技
術

は
住

民
か

ら
の

提
案

に
基

づ
く

も

の
で

、
地

域
に

も
と

も
と

あ
っ

た
技

術

で
あ

る
と

と
も

に
、

ア
ソ

シ
エ

ー
シ

ョ

ン
や

受
益

者
は

、
他

の
地

域
住

民
に

知

識
や
技
術
を
移
転
し
て
い
る
。
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評
価

設
問

 
大

項
目

 
小

項
目

 
20

10
年

6月
現
在

の
状

況
 

評
価

結
果

 

 
 

 
 

地
域

住
民

は
習

得
し

た
技

術
の

適
用

を
継

続
す

る
か

。
 

前
記

に
同
じ
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お
り
、
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
が
継
続
の

条
件
で
あ
る
。

 

移
転

技
術

は
他

地
域

へ
普

及
で

き
る

も
の

で
あ

る
か

。
 

(1
) 

事
業
の

ひ
と

つ
で
あ
る

牧
草

地
再
生
の

重
要

性
は
住
民

が
認

め
て
い
る

こ
と

、
温
室
資

材
は

ツ
ヅ
ラ
や
サ

ラ
エ
ボ
ま
で
運
搬
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
住
民
に
よ
る
他
地
域
へ
の
広

が
り
が
期
待
で
き
る
。

 
(2

) 
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
手
法

や
教

訓
が
ス
レ

ブ
レ

ニ
ツ
ァ
市

や
ボ

ス
ニ
ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
に

お
い
て
利
用

さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
諸
国
へ
の
適
用
は
可
能
で
あ

る
（
専
門
家
、
要
確
認
）
。

 

供
与

さ
れ

た
資

機
材

は
適

切
に

使
用

、
維

持
・
管

理
さ

れ
る

か
。

 

一
部

故
障
し

た
資
機
材

は
あ

る
も
の
の

、
お

お
む
ね
適

切
に

使
用
、
維

持
・

管
理
さ
れ

て
い

る
。
故
障

に
つ
い

て
は

現
地
で
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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.
 
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
 

 

 
 

1

中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
は
Ｒ
/Ｄ

時
に
合
意
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｍ

1 
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
  

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約
 

指
標
 

20
10

年
6
月
現
在
の
実
績
 

実
績
予
測
 

1－
1 

対
象
地
域
住
民
の
収

入
源
の
数
及
び
収
入
が
増
加

す
る
。
 

事
業
数
は
現
在

15
で
あ
る
。
 

 事
業
の
う
ち
、
収
入
が
あ
っ
た
事
業
及
び
粗
収
入
の
推
移
は
以
下
の
と
お
り
。
今
後
果
汁
の
収
穫
、
再
生
さ
れ
た
草
地
で
の
畜
産
の

拡
大
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 

受
益
者
数
 

受
益
者
の
粗
収
入
（
EU
R）

 
 

20
08

年
 

20
09

年
 

20
08

年
 

20
09

年
 

ハ
ー
ブ
事
業
 

50
50

10
,9
39
 

8,
52
7

ラ
キ
ア
事
業
 

18
17

9,
65
9 

5,
91
0

野
菜
事
業
 

34
91

13
,8
97
 

23
,6
24

き
の
こ
事
業
 

6
6

2,
25
0 

0

養
蜂
事
業
 

11
4

17
3

18
0 

33
,3
12

イ
ン
ゲ
ン
豆
 

14
63

2,
06
6 

14
,4
91

食
品
加
工
事
業

0
5

0 
8,
22
2

合
計
 

23
6

40
5

38
,9
91
 

94
,0
86

出
典
：
20
09

年
次
報
告
 

 農
産
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
収
益
も
出
て
い
る
が
、
物
品
の
配
布
や
調
整
の
み
を
行
っ

て
い
る
事
業
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
つ
い
て
は
、
収
益
は
望
め
な
い
（
帰
国
報
告
会
資
料
）。

野
菜
に
つ
い
て
は
、
品
質
が
高
く
、
市
場
業

者
も
高
く
評
価
し
て
お
り
、
今
後
も
価
格
、
販
売
先
と
も
懸
念
は
な
い
。
ハ
ー
ブ
及
び
養
蜂
は
、
販
売
先
確
保
、
価
格
交
渉
で
苦
労

を
し
て
い
る
が
、
年
々
改
善
さ
れ
て
い
る
（
近
況
報
告
）。

 

上
位
目
標
 

 

1－
2 

対
象
地
域
住
民
の
意

識
変
化
 

(1
) 

既
に
表
面
に
現
れ
る
民
族
軋
轢
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
内
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
相
互
不
信
感
は
ま
だ
両
民
族
に
残

っ
て
い
る
（
20
08
、
20
09

年
次
報
告
）。

 

(2
) 

し
か
し
な
が
ら
、
民
族
間
の
交
流
や
会
話
は
事
業
を
通
じ
て
躊
躇
な
く
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
両

民
族
の
相
互
不
信
感
は
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
（
帰
国
報
告
会
資
料
）。

 

(3
) 

Os
at
MZ

に
お
い
て
紛
争
時
に
破
壊
さ
れ
た
給
水
タ
ン
ク
が
、
両
民
族
の
協
力
で
修
復
さ
れ
た
。
 

(4
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
介
に
よ
り
、
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
が
紛
争
時
か
ら
交
流
が
途
絶
え
て
い
た
隣
集
落
の
ボ
ス
ニ
ア
系
住
民
と

の
関
係
修
復
及
び
交
流
が

15
年
ぶ
り
に
始
ま
っ
た
。
 

上
位
目
標

1
に
つ
い
て
は
、
12

事
業

が
実
施
さ
れ
、
受
益
者
が
得
た
総
収

入
は
、
20
08

年
度

EU
R3
8,
99
1、

20
09

年
度

EU
R9
4,
08
6
と
着
実
に
増
加
し

て
い
る
。
事
業
か
ら
現
金
収
入
を
得

た
受
益
者
は

20
09

年
度
に
約

40
0
名

で
全
受
益
者
の

35
％
で
あ
る
。
収
入

が
あ
っ
た
事
業
及
び
粗
収
入
の
推
移

は
左
表
の
と
お
り
。
今
後
、
粗
収
入

は
果
樹
の
収
穫
、
再
生
さ
れ
た
草
地

で
の
牧
畜
の
拡
大
に
よ
り
、
年
々
増

加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

温
室
や
養
蜂
箱
の
生
産
は
住
民
の
収

入
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

上
位
目
標

2
に
つ
い
て
は
、
そ
の
促

進
度
を
把
握
す
る
た
め
に
手
法
が
な

い
が
、
専
門
家
か
ら
は
、
既
に
表
面

に
現
れ
る
民
族
軋
轢
は
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
相
互
不
信
は
未
だ
両
民
族

に
残
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で

に
、
住
民
に
よ
る
共
同
活
動
事

例
の
種
類
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
と
比
較
し
て
増
加
す

る
 

共
同
活
動
事
例
の
種
類
は
以
下
の
と
お
り
。
20
08
年
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
新
た
に
実
施
さ
れ
た
事
業
は
、
ⅰ
）
ハ
ー
ブ
加

工
、
ⅱ
) 
ラ
ズ
ベ
リ
ー
生
産
、
ⅲ
) 
イ
ン
ゲ
ン
豆
品
種
改
良
、
ⅳ
) 
家
畜
飼
料
生
産
、
ⅴ
) 
プ
レ
イ
ル
ー
ム
開
園
で
あ
る
。
す
で
に

新
規
事
業
を
開
始
す
る
段
階
で
は
な
く
、
現
在
の
事
業
の
持
続
と
有
望
な
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
活
動
の
中
心

と
な
る
（
20
08
、
20
09
年
次
報
告
）。

 
 

 （
1）

ハ
ー
ブ
生
産
・
加
工
 

（
2）

ラ
ズ
ベ
リ
ー
生
産
 

指
標
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
進
捗
と
と

も
に
、
徐
々
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
ま
で
に
、
達
成
さ
れ
る
と
期

待
で
き
る
。
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評
価
グ
リ
ッ
ド

 

2
.
 
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
 

 

 
 

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約
 

指
標
 

20
10

年
6
月
現
在
の
実
績
 

実
績
予
測
 

（
3）

果
樹
植
え
付
け
 

（
4）

小
規
模
飲
用
灌
漑
 

（
5）

草
地
再
生
、
牧
草
生
産
、
農
機
共
同
利
用
 

（
6）

ラ
キ
ア
生
産
 

（
7）

養
蜂
 

（
8）

温
室
園
芸
 

（
9）

イ
ン
ゲ
ン
豆
品
種
改
善
 

（
10
）
家
畜
飼
料
生
産
 

（
11
）
き
の
こ
生
産
 

（
12
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム
 

 

出
典
：
20
09

年
次
報
告
 

 

成
果
１
 

 

1 
住
民
グ
ル
ー
プ
、
Ｍ
Ｚ
、

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
、
関
連
組
織
に

よ
る
活
動
の
実
施
状
況
 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
及
び
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
活
動
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
内
容
 

Do
m 

ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
の
き
の
こ
の
栽
培
事
業
を
実
施
し
て
い
た
が
、
土
地
所
有
問
題
で
活
動
を
休

止
し
て
い
る
。
事
業
体
は
、
イ
タ
リ
ア
の
NG
Oで

あ
る
CE
CI
VI
か
ら
の
支
援
を
模
索
し
て
い
る
。
 

Dr
in
a 
Sk
el
an
i 

主
に
果
樹
植
え
付
け
事
業
、
プ
ラ
ム
・
ラ
キ
ア
生
産
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Ec
o 
Gr
ad
in
a 

イ
ン
ゲ
ン
豆
品
種
改
善
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Ko
st
ol
om
ci
 
MZ
 

小
規
模
灌
漑
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Ne
w 
Ho
pe
 

草
地
再
生
事
業
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
植
え
付
け
事
業
、
小
規
模
灌
漑
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Or
hi
de
ja
 

イ
チ
ゴ
生
産
事
業
を
責
任
者
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
配
合
飼
料
生
産
事
業
に
つ
い
て
は
、
税
金
の

支
払
い
の
遅
延
に
よ
り
、
一
時
停
止
を
し
て
い
る
。
 

OS
AT
 

Os
at
MZ
周
辺
4M
Zの

養
蜂
事
業
を
任
さ
れ
て
い
る
。
 

OS
AT
 M
Z 

小
規
模
灌
漑
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Po
do
ri
nj
e1
 

温
室
野
菜
事
業
、
ハ
ー
ブ
生
産
加
工
事
業
、
乾
燥
場
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。
3ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
Pl
od
on
a 
Do
li
na
（
下
段
参
照
）
が
実
施
す
る
共
同
事
業
の
中
心
的
存
在
で

あ
る
。
 

Pl
od
on
a 
Do
li
na
 

（
協
同
組
合
）
 

Po
dr
in
je
1、

Or
hi
de
ja
、
Do
mが

設
立
し
た
協
同
組
合
で
あ
る
。
ハ
ー
ブ
、
家
畜
飼
料
を
販
売
、
牧

草
種
子
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
苗
を
調
達
し
て
い
る
。
 

Sk
el
an
ka
 

 

養
蜂
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

Za
dr
ug
ar
 

牧
草
生
産
事
業
、
農
機
共
同
利
用
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
農
機
共
同
利
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
利

用
状
況
に
（
民
族
間
の
）
偏
り
が
あ
る
、
と
の
批
判
が
あ
る
。
 

出
典
：
20
09
年
次
報
告
 

計
画
さ
れ
た
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
順

調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

1
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で

に
、
達
成
さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
。
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評
価
グ
リ
ッ
ド

 

2
.
 
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
 

 

 
 

3

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約
 

指
標
 

20
10

年
6
月
現
在
の
実
績
 

実
績
予
測
 

2－
1 

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市

役
所
に
よ
っ
て
農
業
・
農
村
開

発
活
動
に
関
す
る
情
報
が
収

集
さ
れ
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
C/
Pと

と
も
に
、
ⅰ
) 
事
業
の
進
捗
状
況
、
ⅱ
) 
将
来
の
活
動
、
本
邦
研
修
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
共
同
で
事
業
現
場
踏
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

成
果

2 

 

2－
2 

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市

役
所
に
よ
る
情
報
普
及
活
動

が
少
な
く
と
も

1
年
に

1
回
以

上
実
施
さ
れ
る
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
す
る
と
と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
情
報
を
配
布
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
の
機
能
・
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
20
10
年
6月

現
在
、
大
き
な
進

捗
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
 

ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
の
機
能
・

体
制

が
不

十
分

で
あ

る
で

は
あ

る

が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
は
徐
々
に
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

 
(
P
D
M
)
 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
:
 
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ
地

域
に

お
け
る

信
頼

醸
成

の
た

め
の
農

業
・

農
村
開

発
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 

対
象

地
域

:
 ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
内

の
12

M
Z
（

個
別

専
門

家
派

遣
時

の
協

力
対

象
地

域
6
M
Z
及

び
新

規
拡

大
の

6
M
Z
）

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
:
 対

象
地

域
の
帰

還
民

、
母

子
家

庭
、
戦

争
傷

病
者

の
い

る
家

族
を
主

と
す

る
対
象

地
域

の
住
民

 

 協
力

期
間

:
 
20

0
8
年

9
月

か
ら

2
0
1
1
年

9
月

ま
で

（
3
年

間
）

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
作
成

日
:
 
2
0
0
8
年

8
月

8
日

 
V
e
r
.
0
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

要
約

 
指

標
 

入
手

手
段

 
外

部
条

件
 

上
位

目
標

 

1
 
対
象
地
域
住

民
の
経
済
力
が
向
上
す
る
。

 

    2
 
対
象
地
域
住

民
の
融
和
が
促
進
さ
れ
る
。

 

 1
-1

 
対

象
地

域
住

民
の

収
入

源
の

数
及

び
収

入

が
増

加
す

る
。

 

   2
-
1
 

対
象

地
域

住
民

の
意

識
変

化
。

 

 1
-
1
 

関
連

組
織

の
事

業
収

支
報

告
書

、
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

報
告

書
 

1
-
2
 

収
入

源
に

関
す

る
住

民
か

ら
の

聞

き
取
り

調
査

 

 2
-
1
 

住
民

か
ら

の
聞

き
取

り
調

査
と

好

事
例
の

収
集

 

2
-
2
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
 

 

 ・
ボ

ス
ニ

ア
・

ヘ
ル

ツ
ェ

ゴ
ビ

ナ
国

内
の

農
産

物
の

価
格

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時

と
比

較
し

て
大

幅
に

下
落

し

な
い

。
 

・
対

象
地

域
に

お
い

て
自

然
災

害
が

起
き

な
い

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
 

対
象
地
域
の
住
民

が
協
同
し
て
農
業
・
農
村
開
発
活
動
を

行

う
能
力
の
強
化
を

通
じ
て
、
こ
れ
ら
住
民
間
の
信
頼
が
醸

成

さ
れ
る
。

 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

、
住

民
に

よ
る

協

同
活

動
事

例
の

種
類

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

と
比

較
し

て
増

加
す

る
。

 

 1
 

関
連
組

織
の

活
動

年
次

報
告

書
 

2
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
 

 ・
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

方
針

に

大
幅

な
転

換
が

な
い

。
 

 

成
果

 

1
 
対
象
地
域
に

お
い
て
、
住
民
に
よ
る
農
業
・
農
村
開

発
の

た
め
の
活
動
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
。

 

 1
 

住
民

グ
ル

ー
プ

、
M
Z
、

現
地

N
G
O
等

、
関

連

組
織

に
よ

る
活

動
の

実
施

状
況

。
 

 1
-1

 
関

連
組

織
の

各
活

動
計

画
書

及
び

報
告
書

 

1
-
2
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
 

 ・
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

方
針

に

大
幅

な
転

換
が

な
い

。
 

５．ＰＤＭ
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 2
 
住
民
共
存
社
会

の
再
構
築
に
向
け
た
農
業
・
農
村

開
発

の

た
め
の
活
動
に
関
す
る
情
報
が
普
及
さ
れ
る
。

 

 

 2
-1

 
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
に

よ
っ

て
農

業
・
農

村
開

発
活

動
に

関
す

る
情

報
が

収
集

さ

れ
、

記
録

さ
れ

る
。

 

2
-2

 
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
に

よ
る

情
報

普

及
活

動
が

少
な

く
と

も
1
年

に
1
回

以
上

実
施

さ
れ

る
。

 

 

 2
-1

 
ス

レ
ブ

レ
ニ

ツ
ァ

市
役

所
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

情
報

記
録

 

 2
-2

 
市

役
所

の
情

報
普

及
活

動
実

施
報

告
書

 

   

   

投
入

 

日
本

側
 

ボ
ス

ニ
ア

・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ
ビ

ナ
側

 

活
動

 

1
-
1
 
対
象
地
域
の

住
民
及
び
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所

が
、

地
域
の
有
用
技
術
や
人
材
、
資
源
な
ど
を
発
掘
す
る

。
 

1
-
2
 

対
象

地
域

の
住

民
が

農
業

を
中

心
と

し
た

収
入

向
上

活
動
（
ハ
ー
ブ
生
産
・
加
工
、
牧
草
生
産
、
養
蜂
等

の
小

規
模
な
事
業
等
）
の
計
画
を
策
定
す
る
。

 

1
-
3
 

対
象

地
域

の
住

民
が

農
業

を
中

心
と

し
た

収
入

向
上

活
動
を
実
施
す
る
。

 

1
-
4
 
対
象
地
域
の

住
民
が
生
活
改
善
活
動
（
母
子
家

庭
共

同

保
育
等
）
を
導
入
す
る
。
 

1
-
5
 
ス
レ
ブ
レ
ニ

ツ
ァ
市
役
所
と
住
民
が
活
動
を
モ
ニ

タ

リ
ン
グ
す
る
。

 

 2
-
1
 
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
市
役
所
が
農
業
・
農
村
開
発
活

動
に

関
す
る
情
報
（
活
動
事
例
等
）
を
収
集
し
記
録
す
る

。
 

2
-
2
 
ス
レ
ブ
レ
ニ

ツ
ァ
市
役
所
が
農
業
・
農
村
開
発
活

動
に

関
す
る
情
報
を
住
民
と
共
有
す
る
た
め
の
普
及
活
動
（

セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
等
）
を
行
う
。

 

 

総
額

約
3
.
2
億

円
 

1
 

専
門

家
派

遣
（

長
期

：
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ

ー
／

農
業

普
及

、
業

務
調

整
／

農
村

開
発

、
短

期
：
商

品
開

発
、
畜

産
、
生

活
改

善
等

必
要

に

応
じ

派
遣

）
 

2
 

供
与

機
材

（
約

0
.
1
億

円
：

農
業

・
農

村
開

発
活

動
用

機
材

、
研

修
用

機
材

等
）

 

3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
費

（
約

1
.
5
億

円
：

ハ
ー

ブ
生

産
・
加

工
、
牧

草
生

産
、
養

蜂
等

の
小

規

模
な

事
業

経
費

）
 

4
 

本
邦

研
修

（
約

0
.
3
億

円
：
合

計
1
5
名

程
度

）
 

 1
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置
 

2
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
ス

ペ
ー

ス
の

提
供

 

3
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

経
費

の
一

部
（

カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

活
動

に
係

る
経

費
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
の

事
務

所

光
熱

費
）

 

 前
提

条
件

 

関
係

機
関

及
び

地
域

住
民

か
ら

の
協

力
が

得
ら

れ
る

。
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